「満洲国」における兵器生産の構造（１） ： 奉天造兵所 by 平井 廣一






































































































































































































通番 製造兵器・払下部品 発注元・兵器・部品入手先 認可日





【2】 小銃〔38式歩兵銃〕擬製弾1万発 満洲国軍政部注文品 33.6.21
11年式軽機関銃4 昭和製綱所注文品
【3】 38式歩兵銃10 造兵廠が兵器本廠（関東軍野戦兵器廠在庫分）から借用して払下 34.1.20
【4】 41式山砲（砲車10・器具箱10組等）38式機関銃駄馬具100 軍政部注文品 34.2.26
11年式軽機関銃60　3年式重機関銃70　10年式擲弾筒50　41式山砲鋼製銑
榴弾弾薬筒3000　重砲砲隊鏡10　7.9㎜を6.5㎜歩兵砲に改修5000
【5】 88/SS〔88式野戦高射砲〕弾ネジ部点検具等 日本陸軍弾薬　造兵廠から払下 34.3.12
【6】 88/SS弾・88/TS弾ネジ部点検具　38/YH〔38式野砲〕改90/DD弾検査具図等 日本陸軍弾薬　造兵廠から払下 34.3.19











































































































通番 製造兵器・払下部品 発注元・兵器・部品入手先 認可日
【8】 10/ED〔10年式擲弾筒〕弾丸点検具等 日本陸軍用弾薬製造のため造兵廠から払下 34.4.12
【9】 92式重機関銃2　改造7.7㎜ 3年式機関銃　改造7.7㎜歩兵銃5 92式重機関銃普通実包検査用　造兵廠から払下 34.4.12
7.7㎜検圧銃2
【10】 41/SH〔41式山砲〕屯営用火工具1組 造兵廠から払下 34.4.20
【11】 大中口径用検圧器2個その他 造兵廠から払下 34.4.20
【12】 91/ED〔91式擲弾筒〕信管検査具図5部 日本陸軍用弾薬　造兵廠から払下 34.5.5
【13】 92/HH〔92式歩兵砲〕照準器歯切カッター1組 日本陸軍用兵器　造兵廠から払下 34.5.5
【14】 6/SH〔6㎝迫撃砲〕砲身（半製品）20個 軍政部用　造兵廠から払下 34.5.5
【15】 92/KG〔92式重機関銃〕用普通実包用薬莢・弾丸・雷管管体各1万個等 日本陸軍用弾薬　造兵廠から払下 34.5.5
【16】 92/KG弾丸体1500個 日本陸軍用弾薬　造兵廠から払下 34.5.5
【17】 26式拳銃弾丸（特殊火薬検査用）3000個　同薬莢3000個 造兵廠から払下 34.5.5
【18】 10/ED用雷管体・雷管室各35000個 軍政部用　造兵廠から払下 34.5.5
【19】 6/SH砲身（半製品）10個　同砲身托架（半製品）11個 軍政部用　造兵廠から払下 34.5.5
【20】 0.6㎜方形薬100㎏ 89式重擲弾筒・92式歩兵砲試験射撃用　造兵廠から払下 34.5.7
【21】 38/HG〔38式歩兵銃〕弾丸体3000個 日本陸軍用弾薬　造兵廠から払下 34.5.11
【22】 38/YH〔38式野砲〕圧搾弾22000個 軍政部用　造兵廠から払下 34.5.16
【23】 41式山砲砲車・器具箱・駄馬具等各10　11年式軽機関銃100　3年式機関銃100 軍政部用 34.5.24
同実包160万  爆破用信管3万　爆発缶2000　小銃擬製弾10万　38式野砲
点火薬嚢1万 91式曳火手榴弾1万等注文額合計917,680円
【24】 92式重機関銃3 造兵廠が兵器本廠（関東軍野戦兵器廠）から借用して払下 34.6.1
【25】 92/KG普通実包製造見本用雷管管体100個　雷管（完成品）100個 日本陸軍用弾薬　造兵廠から払下 34.7.9
【26】 38/KH10〔機関銃〕用薬莢50個・同薬莢蓋200個 造兵廠から払下　日本陸軍用か? 34.8.14
【27】 92HH〔歩兵砲〕車輪300個 造兵廠から払下　日本陸軍用か? 34.9.13
【28】 3年式機関銃部品（床尾・銃身・放熱筒等各100） 東京瓦斯電気に注文 34.9.29
11年式軽機関銃部品（銃身・放熱筒・尾筒等各50個）
【29】 7.9㎜小銃実包6000発 満鉄注文品を製造 34.10.3
【30】 7.9㎜小銃実包3万発 満鉄注文品を製造 34.10.16
【31】 11年式軽機関銃5　同実包2万1600発 満鉄注文品を製造 34.10.30
【32】 92式歩兵砲部品 造兵廠から払下 34.11.12
【33】 3年式機関銃空包用2号空砲薬　3箱 満洲国注文　造兵廠から払下 34.11.22




【35】 テトリール火薬（手榴弾信管用）200㎏ 満洲国政府注文用　造兵廠（関東軍野戦兵器廠）から払下 35.1.10
【36】 7.9㎜小銃実包7000発 満鉄鉄道建設局注文品 35.1.14
【37】 11年式軽機関銃50挺　弾薬25万発　7.9㎜小銃弾薬15万発 鉄路総局注文品 35.1.16
【38】 90式野砲　薬莢製造方式1部 造兵廠から払下 35.1.24
【39】 1号火導薬50㎏　0.6㎜方形薬40㎏ 3年式複動信管用及び89式擲弾筒用　造兵廠が関東軍野戦兵器廠で払下 35.1.31
【40】 41式山砲駄馬具150組 満洲国軍政部注文品 35.2.1
【41】 10年式擲弾筒30　91年式曳火手榴弾500 鉄路総局注文品 35.2.7
【42】 1号火導薬50㎏　0.6㎜方形薬 3年式復働信管・89式擲弾筒用 35.2.15
【43】 7.9㎜小銃弾3000発 大同殖産会社注文品 35.2.25
【44】 38式歩兵銃部品（照尺座・表尺鈑等27種各3000個） 在満部隊修理用　造兵廠から払下 35.2.28
【45】 41式山砲用複座発条10門分 造兵廠から払下 35.2.28
【46】 38式野砲（火薬検査砲）1門 兵器本廠から関東軍に交付したものを貸与 35.3.16






















































通番 製造兵器・払下部品 発注元・兵器・部品入手先 認可日
【48】 7.9㎜小銃弾薬2000発 満洲炭鉱株式会社注文品 35.4.17
【49】 7.9㎜小銃実包3000発 大同殖産会社注文品 35.5.6
【50】 92/HH〔92式歩兵砲〕車輪用軸 大阪工廠から払下 35.5.15
【51】 11年式軽機関銃3挺　弾薬9000発 大同殖産会社注文品 35.5.30
【52】 7.9㎜小銃実包5000発 杉頭奉仕団注文品 35.6.9
【53】 黒色小粒薬100㎏ 40式薬莢爆管製造用 35.6.19
【54】 黒色細粒薬270㎏ 3年式復働信管等製造用 35.7.6
【55】 92/HH複座発条右巻・左巻各46個 造兵廠から払下 35.7.22
【56】 13式歩兵銃実包10万発　同狭窄弾5万発　11年式軽機関銃実包35万発 鉄路総局注文品 35.7.25
38式歩兵銃実包10万発　同空包10万発　同狭窄弾5万発
【57】 11年式軽機関銃10挺 満洲採金会社注文品 35.7.25
【58】 黒色細粒薬270㎏ 造兵廠が兵器本廠から借用して払下 35.8.3
【59】 38/HG〔38式歩兵銃〕実包部品分解図　制作機図 造兵廠から払下（特許・秘密なし） 35.8.14
【60】 7.9㎜小銃実包5000発 在郷軍人会北票分会注文品 35.8.26
【61】 茗亜薬100㎏ 91式曳火手榴弾製造用 35.9.10
【62】 チェコ式軽機関銃弾薬5000発　套筒7.9㎜歩兵銃弾薬1500発 延和金鉱有限公司注文品 35.9.11
【63】 88/7GH〔88式7㎝野戦高射砲〕検査具図（点検具図共）各2部 35.11.15
【64】 15㎝榴弾砲大架側板半製品5門分 野戦重砲兵第9連隊保管の側板修理 35.11.29
【65】 普通・小型黒色火薬用圧磨機制作図各1部 造兵廠から払下 35.12.9
【66】 7.7㎜機関銃実包・空砲・保弾板各製造方式各2部 造兵廠から払下 35.12.10
【67】 7.7㎜機関銃実包用無煙小銃薬1箱　同空包薬1箱 造兵廠（関東軍野戦兵器廠）から払下 35.12.26
【68】 38式歩兵銃1000　3年式機関銃20　11年式軽機関銃60　同実包47800発 満洲国軍政部注文品 36.1.4
【69】 試製3番管状薬1箱 92式普通実包用 36.2.6
【70】 11年式軽機関銃50挺　38式歩兵銃1500挺 鉄路総局注文品 36.3.2
【71】 7.9㎜小銃実包1万発 天津三星洋行注文品 36.3.12
【72】 7.9㎜小銃実包3000発 満洲電信電話株式会社注文品 36.3.20



































通番 製造兵器・払下部品 発注元・部品入手先 認可日
1937年度
【86】 黒色小粒薬100㎏　黒色粉薬50㎏　0.5㎜方形薬200㎏ 91式曳火手榴弾製造用 37.10.5






【88】 41式山砲1門 1号方形薬製造試験用　野戦兵器廠備付 38.3.12
1938年度
【89】 88/7YGH〔88式7㎝野戦高射砲〕薬莢100個 制作見本用　造兵廠から払下 38.4.14
【90】 94式37㎜砲自緊済砲身素材55門分　94式山砲自緊済砲身素材25門分 造兵廠から払下 38.6.18
【91】 32年式軍刀乙1512振　30年式銃剣5000振　10年式擲弾筒 満洲国国防部隊用 38.9.24
【92】 10年式拳銃信号弾　10年式擲弾筒照明弾　同信号弾　93式演習用信号弾 在満部隊演習用 38.10.7
同空包　94式小発煙筒甲及び乙　10年式手投照明弾　10年式地上信号弾
94式代用発煙筒　89式催涙筒　93式持久瓦斯現示筒等
【93】 94式山砲自緊済砲身素材20門分　94式迫撃砲砲身素材60門分 造兵廠から払下 38.12.15
87式7㎝野戦高射砲用信管・被筒各25個
1939年度
【94】 薬莢塗装・薬莢口面取盤・実包検定機図面各1部 造兵廠から払下 39.12.16
1940年度
【95】 チェコ式7.9㎜軽機関銃用弾丸・薬莢各5000発 製造研究用として兵器本部から払下 40.7.16







通番 製造兵器・払下部品 発注元・部品入手先 認可日
【74】 38式歩兵銃用表尺鈑650個　遊標650個 在満諸部隊装備品の修理用　造兵廠から払下 36.4.6
【75】 7.9㎜小銃実包100万発　7.63㎜拳銃実包70万発 天津三星洋行注文品 36.4.15
【76】 14年式拳銃弾倉200個 在満諸部隊装備品の修理用に造兵廠から払下 36.4.28
【77】 94式37㎜砲自緊済砲身素材12門分 火砲製造用に造兵廠から払下 36.4.23
【78】 11年式軽機関銃実包1万発 延和金鉱有限公司注文品 36.6.3
【79】 1号火導薬4箱（100㎏） 信管類製造用 36.6.5
【80】 38式歩兵銃空砲2万発　7.9㎜小銃空砲挿弾子10万発 鉄路総局注文品 36.7.4
11年式軽機関銃空包挿弾子5万発
【81】 7.9㎜小銃20挺 満洲炭鉱株式会社注文品 36.7.4
【82】 7.9㎜歩兵銃2000挺　同実包150万発 支那駐屯軍経由で冀察政権注文品 36.7.10
【83】 軽機関銃120挺　同実包20万4千発 満洲国民生部警務司注文品 36.7.10
【84】 14/FG用弾倉200個　94/37H自緊済砲身素材10個 造兵廠から払下 37.1.14

















































































































































































30年式銃剣 10,000 20,000 30,000
99式小銃 2,865 3,000 3,000
99式Lg〔軽機関銃〕 120 150 130
92式Mg〔重機関銃〕 90 100 120
92式iA〔歩兵砲〕 50 50 50
92式BA〔山砲〕 15 10 4
86式7㎝ AA〔野砲〕 12 10 8
88式7特殊型 0 7 7


























































製造計画 実績 計画達成率（％） 製造計画 実績 計画達成率（％）
30年式銃剣（挺） 52,700−44,700 40,910 92−78 56,000−95,000 42,816 76−45
99式短小銃（挺） 3,575−4,575 2,705 76−62 7,000−10,000 2,933 42−29
99式軽機関銃（挺） 450 420 93 600 134 22
92式重機関銃（挺） 100 100 100 100 157 157
銃器補給用部品（1000円） 720 0 0 2,000 0 0
92式歩兵砲（門） 30 30 100 30 30 100
97式曲射歩兵砲（門） 5−6 0 0 25−30 0 0
41式山砲（歩兵用）（門） 6−9 4 67−44 10〜15 4 40−27
12㎝迫撃砲（門） 0−5 0 0 20−30 0 0
88式7㎝野戦高射砲（門） 3 3 100 3 3 100
同　特（門） 9 7 78 12〜16 8 67−50
火砲補給用部品（1000円） 0−450 0 0 0−1,700 0 0
92式重機関銃用普通実包（万発） 830−880 250−300 70−65 2,000−2,150 580 30−32
上同（銃薬莢のもの） 0 311 ∞ 0 326 ∞
1式機動47㎜砲用98式榴弾弾丸（箇） 15,000−18,000 100 0.7−0.6 35,000−40,000 530 1.5−1.3
99式手榴弾甲用信管（箇） 48万−57万 20万6千 43−36 104万−125万 2万3千 2.2−1.8
41式山砲94式榴弾弾丸（箇） 25,000 29,500 118 45,000 32,000 71


































































































北　星　論　集（経） 　第 59 巻　第１号（通巻第 76 号）
よれば，軍需品は第1次・第2次・第3次以下
の3級に区分され，第1次軍需品は，軍に直接
供用する兵器，被服，糧秣，給養器具，陣中
用品，衛生材料，獣医材料，蹄鉄，要塞建設
用資材，海運資材並に燃料，消耗品等，第２
次軍需品は，第1次軍需品の研究，審査，整備，
供給並に輸送に要する原料，材料，燃料，機械，
器具，企画図書物件，動力，設備，建築材料，
輸送力，輸送設備，消耗品等，第3次以下軍
需品は，第2次以下軍需品の生産，格納，供
給及び輸送等に要する原料，材料，燃料，機
械，器具，企画図書物件，動力，電力，設備，
輸送力，消耗品等，とされていた。
　 つまり，第1次軍需品とは，兵器と被服，糧秣，
衛生材料，軍馬の装備品，要塞建設資材，燃
料等，軍が必要とする物資であり，第2次以
下の軍需品は，第1次軍需品の原材料，燃料，
機械，動力，設備，建築材料，輸送設備等，
第1次軍需品の整備（民間からの軍需品の取
得や軍内部での軍需品の生産）や輸送を支え
る設備と燃料，第3次以下軍需品は第2次以下
軍需品の原材料，生産・格納設備，動力，輸
送設備等を指す。
 したがって，本稿が分析の対象としている兵
器に関しては，完成品としての兵器は第1次
軍需品であり，兵器を製造，調達，輸送に要
する設備，機械，動力，輸送設備が第2次軍
需品となる。
 さらに，兵器生産を検討する場合，平時生産
業種の戦時生産への転換を考慮する必要があ
る。例えば平時生産における機械器具工業で
は，兵器，原動機，蒸気機関，絶縁電線，電
気通信機械等の工場は戦時生産にそのまま転
換するが，紡績機械工場は戦時には弾丸鋳造，
信管等の武器工場に，窯業用及び農業用機械
工場は弾丸鋳造工場に，製紙機械工場は火薬
製造機械工場に，また金属工業では，鋳物工
場は手榴弾，戦車鎧板器材，飛行機，自動車
材料部品工場にそれぞれ転換するとされた
（前掲「軍需品製造工業5ヶ年計画要綱」別表
第1）。
 このように，兵器生産は民間機械器具工場や
金属工場も業種転換という形でその増産を促
していくのであり，機械工業や金属工業の発
展を論じる場合は注意が必要である。
（24） 以下，99式小銃と99式軽機関銃の説明は，前
掲『日本陸軍兵器集』，76・90頁による。
（25） 以下，12㎝迫撃砲の説明は，前掲『日本陸軍
兵器集』108頁による。
